
２０２０年 7月 ふれあい広場 （４）第 190 号

1 6 11 17 20

2 12 15

7 9

イ

3 16 18

ロ 二

10 13

ハ

4 8 19 21

5 14

カ
ギ
を
解
き
、
二
重
ワ
ク
に

入
る
文
字
を
イ
ロ
ハ
順
に
並
べ

て
言
葉
を
作
っ
て
下
さ
い
。

昔
か
ら｢
大
和
豊
年
米
食
わ
ず｣

と
い

う
言
葉
が
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
言
葉

は
、｢

大
和
の
天
候
が
順
調
で
あ
る
と
、

他
の
地
方
は
雨
が
多
く
て
不
順
な
年
と

な
り
、
他
が
豊
作
で
あ
れ
ば
大
和
は
旱

魃(

か
ん
ば
つ)

に
苦
し
む｣

と
い
う
こ

と
で
、｢

大
和
盆
地
の
農
業
用
水
の
水
不

足
を
言
い
表
し
て
い
る｣

(

近
畿
農
政

局)

と
の
こ
と
で
す
。

大
和
盆
地
の
年
間
降
水
量
は
１
３
０

０
～
１
４
０
０
ミ
リ
程
度
と
極
め
て
少

な
く
、
ま
た
、
盆
地
を
流
れ
る
大
多
数

の
河
川
が
小
規
模
で
、
農
業
用
の
灌
漑

用
水
と
し
て
は
あ
て
に
な
ら
な
い
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
古
代

以
来
、
大
和
盆
地
は
繰
り
返
し
厳
し
い

日
照
り
・
旱
魃
に
見
舞
わ
れ
、
百
姓
・

農
民
た
ち
は
、
自
ら
が
生
き
る
大
地
を

豊
か
な
土
地
に
変
え
る
た
め
に
、
血
の

滲
む
よ
う
な
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
盆
地
内
の
各
地
に
点
々
と
築
か
れ

た
溜
池
や
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
水

路
が
そ
の
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、
全
国
有
数
の
降
雨
地
帯
で
あ

る
大
峰
山
、
大
台
ケ
原
を
中
心
と
す
る

紀
伊
山
地
に
発
す
る
豊
富
な
水
量
は
、

吉
野
川
へ
と
注
ぎ
、
和
歌
山
県
に
入
っ

て
、
紀
ノ
川
と
名
前
を
変
え
て
紀
伊
水

道
に
流
れ
込
み
ま
す
。
こ
の
豊
富
な
水

を
大
和
盆
地
に
引
く
こ
と
が
出
来
た
ら

と
は
誰
し
も
が
考
え
る
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
に
は
自
然
の
地
形
や
政
治
、
社
会

の
諸
制
度
が
大
き
な
壁
と
な
っ
て
立
ち

は
だ
か
り
、
容
易
に
実
現
を
見
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
局
、
こ
の
宿
願
が
達
成
さ
れ
た
の

は
、｢

十
津
川
・
紀
ノ
川
総
合
開
発｣

の

一
部
を
な
す｢

吉
野
川
分
水
計
画｣

の
事

業
が
進
み
、
試
験
的
な
取
水
が
始
ま
っ

て
、
初
め
て
吉
野
川
の
水
が
大
和
盆
地

に
分
水
さ
れ
始
め
た
戦
後
の
昭
和

年
31

(

１
９
５
６
年)

以
降
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の｢

吉
野
川
か
ら
水
を
引
く｣

と
の

発
想
を
最
初
に
思
い
つ
い
た
の
は
、
今

か
ら
約

年
前
の
元
禄
年
間
、
名
柄
村

300

(

御
所
市)

の
庄
屋
・
高
橋
佐
助
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
、

近
代
に
入
っ
て
、
明
治

年(

１
８
９
５

28

年)

に
は
、
奈
良
県
知
事
・
古
沢
滋
が
計

画
を
策
定
し
て
県
会
に
諮
り
ま
し
た
が

実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

大
き
な
原
因
は
、
季
節
に
よ
っ
て
水
量

が
大
き
く
変
動
す
る
紀
ノ
川
下
流
域
の

紀
州
農
民
の
強
硬
な
反
対
で
し
た
。
特

に
、
江
戸
期
に
は
紀
州
徳
川
家
の
ご
威

光
が
強
く
、
お
お
よ
そ
、
そ
の
よ
う
な

計
画
を
実
現
で
き
る
状
況
に
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
結
局
、
戦
後
の
大
規
模

な｢

十
津
川
・
紀
ノ
川
総
合
開
発｣

に

よ
っ
て
、
吉
野
川
、
紀
ノ
川
水
系
に
大

迫
・
津
風
呂
・
山
田
ダ
ム
、
十
津
川
、

熊
野
川
水
系
に
猿
谷
ダ
ム
が
で
き
、
紀

伊
山
地
の
水
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
大
和
の
農
民
の

悲
願
が
実
現
し
た
の
で
す
。
完
成
し
た

吉
野
川
分
水
は
、
大
淀
町
下
淵(

近
鉄
下

市
口
駅
付
近)

で
吉
野
川
の
水
を
取
り

入
れ(

下
淵
頭
首
工)

、
ト
ン
ネ
ル
を

潜
っ
て
、
近
鉄
吉
野
口
駅
付
近(

御
所

市)

の
分
岐
点(

東
西
分
水
工)

で
盆
地

を
東
西
二
方
向
に
流
れ
る
幹
線
水
路
に

分
か
れ
ま
す
。
東
側
の
幹
線
水
路
は
、

明
日
香
～
桜
井
～
天
理
～
郡
山
へ
、
西

側
の
幹
線
水
路
は
、

御
所
～
葛
城
～
香
芝

～
上
牧
へ
と
山
沿
い

を
流
れ
て
い
き
ま
す
。

幹
線
水
路
に
沿
っ
て

歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ
・

コ
ー
ス
も
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

実施日： (毎月第１木曜)

８月６日、９月３日(木)

午後１時３０分～

やまと法律事務所の
弁護士が担当します。

※必ず事前にお申し込み下さい。

☎０７４５（２２）２９８９

健
康
ま
つ
り
中
止
残
念
で
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
、
気

軽
に
外
に
出
れ
る
日
が
来
る
こ

と
を
、
今
は
家
で
じ
っ
と
し
て
待

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

三
浦
千
佳
さ
ん)

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
た
健

康
ま
つ
り
で
す
が
中
止
と
の
こ

と
。
残
念
で
す
。｢

し
っ
か
り
予

防｣

で
コ
ロ
ナ
対
策
、
参
考
に
な

り
ま
す
。

(

く
ま
さ
ん
た
さ
ん)

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
い

ろ
い
ろ
な
行
事
中
止
や
延
期
が

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
収
束

を
待
ち
望
み
、
健
康
の
た
め
、
身

近
に
で
き
る
運
動
を
心
が
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

カ
ン
さ
ん)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
予
防
に
漂
白
剤
を
使
お
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ど
も
や

金
属
類
に
は
適
し
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
り
、
台
所
用
洗
剤
を
使

お
う
と
思
い
ま
す
。

(

み
く
ぞ
う
さ
ん)

(

前
略)

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
、
中
小

企
業
も
小
売
も
、
飲
食
業
も
、
学

生
も
、
老
人
施
設
も
、
一
人
一
人
、

一
家
族
一
家
族
ふ
ん
ば
っ
て
い

井
戸
端
―
―

16

甲
子
園
名
物
の
植
物

17

象
形
○
○
、
表
音
○
○

19
同
封
の
は
が
き
、
ま
た
は
官
製
は

が
き
に
答
え
と
ご
住
所
・
お
名
前
・
匿

名
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
を

書
い
て
ご
応
募
下
さ
い
。
ま
た
、
ご

意
見
・
ご
感
想
も
お
書
添
え
下
さ
い
。

抽
選
で
５
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
が
当

た
り
ま
す
。
応
募
締
め
切
り
は
８
月

７
日
で
す
。

号
の
正
解
は
【
ハ
ツ

189

ガ
ツ
オ(

初
鰹)

】
で
し
た
。
当
選
者

は
下
記
の
方
々
で
す
。

第

号(

応
募

通
、
正
解

通)

189

82

81

・
植
田

良
夫

様

・
北
原

勝
正

様

・
髙
井

基
安

様
・
タ
バ
コ
コ

様

・
ま
ぁ
ま
ぁ

様

ま
す
が
、
国
の
政
策
の
遅
さ
や
不

適
確
な
策
が
い
っ
そ
う
国
民
を

苦
し
め
て
い
ま
す
。
福
祉
や
必
要

な
医
療
対
策
費
を
削
っ
て
き
た

ツ
ケ
が
回
っ
て
き
た
と
い
え
ま

す
。

(

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
さ
ん)

｢

大
和
歴
史
散
歩｣

中
家
・
石
田

家
は
わ
が
町
安
堵
に
あ
り
ま
す
。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
い
る

の
で
嬉
し
く
拝
読
し
ま
し
た
。

(

ハ
リ
ー
さ
ん)

院
内
感
染
を
防
ご
う
と
厳
重

な
玄
関
チ
ェ
ッ
ク
、
あ
り
が
た
い

で
す
。
職
員
の
皆
様
の
緊
張
感
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

(

樽
井
道
子
さ
ん)

吉野川分水ウォーキングマップ 検索

＊
編
集
後
記
＊

コ
ロ
ナ
自
粛
が
始
ま
っ
て
早
４
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
友
の
会
活
動
も
ほ
と
ん
ど
が

止
ま
り
、
雨
に
も
暑
さ
に
も
負
け
ず
に
き
た

健
康
ま
つ
り
も
中
止
に
。
と
て
も
歯
が
ゆ
い

思
い
で
す
。
そ
ん
な
中
で
機
関
紙
が
今
ま
で

以
上
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
５
月
号
は
簡
易

版
で
し
た
が
、
更
に
内
容
を
を
充
実
さ
せ
、

し
っ
か
り
と
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
の
困
っ
た
・
工
夫
し

た
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
お
声
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
早
く
皆
さ
ん
と
楽
し
い
活
動
が
で
き

る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
。

(

き
の)

米
や
豆
、
麦
で
作
る
発
酵
食
品

8

暗
く
て
ジ
メ
ジ
メ
し
て
い
る
こ
と

9

６
４
５
年
。
―
―
の
改
新

11

甘
い
調
味
料

13

首
か
ら
上
で
腕
・
足
を
除
い
た
部
分

15

動
物
の
頭
に
突
き
出
る

17

ま
が
い
物
や
に
せ
物

18

切
る
と
涙
が
出
る
こ
と
も

20

自
分
で
負
担
、
支
出
す
る
費
用

21

ヨ
コ
の
キ
ー

７
月
７
日

１

○
○
百
万
石

２

砂
状
に
細
か
く
な
っ
た
金

３

主
要
国
首
脳
会
議
。
Ｇ
７
な
ど

４

石
の
多
い
海
岸

5

再
び
開
く
こ
と

7

土
地
や
株
な
ど
多
く
所
有

10

床
を
板
敷
き
に
し
て
い
る
部
屋

12

７
月
の
第
３
月
曜
日

14

タ
テ
の
キ
ー

ト
ン
ビ
が
○
○
を
産
む

1

山
野
に
自
生
す
る
食
用
植
物

3

出
島
の
あ
っ
た
と
こ
ろ

6


